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  IP軸戦略の入口となる映像展開

個々で仕掛けていた部分もあったガンダム展開をALL 
BANDAI NAMCOで広く行うことで、新たなファン層へのチャ
レンジが成功したと感じています。この成功事例は、劇場版

「機動戦士ガンダムSEED FREEDOM」の展開などにも活か
していきたいと思います。

世界的なさらなる認知度向上を目指して

　「水星の魔女」は前作のTVシリーズ「機動戦士ガンダム 鉄
血のオルフェンズ」から7年空いてしまいましたが、今後はより
短い期間で作品を世に送り出したいと考えています。ガンダム

の世界的な認知度はまだ低く、グローバルの拡大においても

スピード感を持った展開は必要だと考えています。今後のさら

なる認知度向上に向けた取り組みの1つとして、ガンダムの実
写版映画があります。COVID-19の影響などもあり、当初の予
定より制作に遅れが生じているものの、ガンダムの認知度向

上の起爆剤となるよう、引き続き全力で取り組んでいきます。

　2024年にガンダムは45周年を迎えます。現在劇場版「機動
戦士ガンダムSEED FREEDOM」や配信を主とした「ガンダム
ビルドメタバース」などの映像作品を制作中ですが、ガンダム

にとって45周年は通過点であり、次の50周年に向けた準備期
間であると捉えています。IPの価値最大化に向けて、世界中の
ファンとともに新しいガンダムをこれからもつくり上げていき

たいと考えています。

若い世代を取り込み、新たなファン層を拡大する 
「機動戦士ガンダム 水星の魔女」

　私は、ガンダムの映像作品をゼロから創り上げ、映像ライ

センス・プロモーションを展開する（株）バンダイナムコフィル

ムワークスにおいて、映像事業の統括をしています。

　7年ぶりのTVシリーズ最新作として、2022年10月にスター
トした「水星の魔女」は、ガンダムのIP軸戦略の新たな入口と
なる映像作品であり、ストーリーや映像表現など若い世代の

ファンにも受け入れられるガンダムとなることを目指して創

り上げた作品です。さらに本作はガンダムプロジェクトが中

心となり、映像展開の前からバンダイナムコグループ全体で

プロモーションを仕掛けました。これまでも映像作品とガン

プラが両輪となり連携は行ってきましたが、グループ内では
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「機動戦士ガンダム 水星の魔女」 劇場版  
「機動戦士ガンダムSEED FREEDOM」

IP×Fan グループ横断で展開するガンダムプロジェクト

Connect with Fans ～ALL BANDAI NAMCOでファンとつながる～
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